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小亀一弘・吉田忠生:日本新産緑藻 BolbocoleonpU俳rumPRINGSHEIM 

何haetophoraceae，Ch1orophyta) についての観察

Kazuhiro KOGAME and Tadao YOSHIDA: Observations on Bolbocoleon 

ρilifi側 m PRINGSHEIM (Chaetophoraceae， Chlorophyta) newly found in japan 

Morpho10gica1 and cu1tura1 observations were madc on Bolbocoleon tiliferum PRINGSHEIM which 

was an endophyte in Gloios争，honiacapillaris and Chordafilum， col1ected at Shikabe， Otoshibe and Oshoro 
in Hokkaido. Prostrate cells ofthe p1ants were 10-21μm in diameter and 17-55μ10 in length. Their 

ch10roplasts were parieta1 and network-1ike each containing four to nine pyrenoids. Seta-bearing 

cells were bulb-shaped， having a parieta1 ch10rop1ast with one to three pyrenoids for each. The 

seta was a prolongation of the seta-bearing cel1 and the part of the bu1bous cell， up to 2.5ρm thick. 
In culture， biflagel1ate and quadri自agellateswarmers re1eased from the sporangia were observed， but 
the fusion of gametes was not observed. The swarmer germinated with a germ tube and grew into 

uniseriate branched fi1aments. 
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Bolhocoleon tiliferu mは1862年 PRINGSHEIMにより記

議された分校をもっ単列糸状緑藻で，剛毛をもち，他

の種々の海藻lζ付着内生する。北大西洋岸に広く分布

が知られるが，北アメリカ太平洋岸，ソビエト連邦日

本海沿岸及びサハリンからも報告がある (KLOCZCOVA

and BYVALlNA 1985)0 Bolbocoleon tiliferumは Acro-

chaete retens PRlNGSHEIMと混同された乙ともあった

が， SOUTH (1968)及び KERMARREC(1970)により

両者の違いが明らかlとされた。

筆者等は最近，本種を北海道の鹿部，落部及び忍路

で採集し，標本による形態観察と培養による生活史の

観察を行なった。

藻体は紅務イトフノリ及び褐童話ツJレモi乙着生してい

た。務体は伺旬する単列糸状で，宿主の皮膚部に内生

し，球根形の細胞から宿主の表皮外に突出する剛毛を

出す(Fig.1)。藻体の細胞は円柱形，楕円形またはやや

三角形など，形はさまざまで，その直径は 10-21μm，

長さは 17-55μmであった。剛毛を出す細胞は他の

細胞より小さく，その直径は 9-12μmで，伺旬する

糸状体に側生または頂生する。剛毛は 2.5μmまでの

太さで，球根形の特別な細胞の一部として形成され長

く伸びる。その針状部と球根形部は隔てられるととは

ない。葉緑体は穴をもっ側壁性であるが，また網状の

ものもある。ピレノイドは糸状体の細胞に 4-9個，

剛毛をもっ細胞に 1-3個容在する。成熟した藻体で

は，細胞は側方にふくれ，時には長く円柱状iζ伸び，

内部lζ遊走細胞を形成する。成熟した細胞は直径 10

-17μm，長さ 48-168μmであった。

培養は，鹿部産の材料を用いて藻体断片と遊定細胞

から単離した務体について行なった。培養容器はフラ

ットシャーレで，培養条件は 10"C， 16: a LD，培養

液には PESを用い，液は7-¥0日どとに交換した。

培養した藻体において， 2本鞭毛 (Fig.2)と4本鞭

毛の遊走細胞を観察したが，配偶子の接合は確認でき

なかった。遊走細胞は 1-3日後には発芽管を伸ば

し，発芽する (Fig.3)。その後，発芽管の先端部iζ務

体細胞が形成され，それは糸状に発達する (Fig.4)。

また，発芽した遊走細胞の原細胞の部分から，発芽管

と反対の方向lζ長い針状毛を伸ばす乙とがある (Figs.

3， 4)。務体の基物への着生は弱いらしく，発芽体はは

がれて浮遊状態になりやすい。剛毛は球根状を呈する

特殊な細胞に形成される。その形態は天然のものとか

わらなかった (Fig.5)。また，剛毛をもたない務体も

現れた。培養状態が良好な場合は，藻体は発芽から 1

ヶ月程度で成熟した。細胞は成熟すると長く伸長しそ

の先端部に遊走細胞を形成する (Fig.6)。継続して培

養を行なうと，務体は球状に成長する傾向がある。

Bolhocoleon 属の特徴として， 藻体は剛毛をもつこ

と，剛毛は葉緑体をもっ特別な細胞の突起であり，そ

の細胞と突起部は隔てられない乙と，遊走子の発芽の
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Fig. 1. Bolbocoleonρiliferum from thc日cld，cndophytic in Gloiosit!tnnia catillaris. Arrowheacl indicates 

a seta. Figs. 2-6. Bolbocoleoll戸iliferwnin culture. Fig. 2. BiAagellate swarmers in a sporangium. Fig. 

3. A germling with a peg-likc extention (arrowhead). Fig. 4. A young plant with a seta and the wall 
of a original swarmer (arrowheacl). Fig. 5. Seta-bearing cell (arrowhead). Fig. 6. Part of a mature 

plant proclucing sporangia. Arrowhead indicat巴sa sporanglum. 
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